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町の選手が2クラスで優勝
　7月11日、1993年関東モトクロス選手権シリーズ第
6戦新潟大会が、川西モトクロス場で開催されました。

　この大会には、東京・埼玉・神奈川・千葉など関東圏域か

ら250台ほどが出場。8クラスに分かれて予選・決勝が実
施されました．町からも3人がこの大会に出場、3人とも決
勝進出を果たしました．

　中でも、国際B級に出場した五十嵐義典さん（野ロ・24歳）

は、2クラスでみごと優勝を飾りました．
（円の写真中央が、優勝した五十嵐さん）

圃休日救急医

8月15日中条病院（中条）a57－3018

22日庭野医院（寿町〉a52－2711

29日池田医院（本町西）雪52－2581

9月5日　クリニック11晒（高原田）費68－2034

12日大坪医院（四日町）a57－6100



議

場

・
、
鰹
鱗

町
議
会
議
員

　
　
　
　
選
挙
結
果

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
の

一
般
選
挙
は
、
八
月
三
日
に
告
示
さ

れ
、
同
日
、
立
候
補
届
け
の
受
け
付

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

か
ら
定
数
が
十
八
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
は
、
定
数
を
一
人
オ
ー

バ
ー
の
十
九
人
と
な
り
、
選
挙
戦
に

突
入
し
ま
し
た
。
五
日
間
の
選
挙
運

動
中
は
、
例
年
に
見
ら
れ
る
猛
暑
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
活
発
な
街
頭
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺

（
届
け
出
順
に
掲
載
・
敬
称
略
）

上
村
晴
夫
（
上
野
・
60
歳
）

高
橋
幸
　
（
赤
谷
・
4
8
歳
）
　
押
木
　
貢
（
元
町
・
5
0
歳
）

高
橋
　
重
（
坪
山
．
7
0
歳
）
　
清
水
　
進
（
朝
日
町
・
4
5
歳
）
　
金
子
澄
男
（
岩
瀬
・
5
6
歳
）

小
林
寅
雄
（
中
屋
敷
・
69
歳
）
　
星
名
富
　
（
沖
立
・
60
歳
）
　
北
村
公
男
（
山
野
田
・
4
8
歳
）

締
吉
楽
正
実
（
高
原
田
．
5
0
歳
）
　
根
津
健
治
郎
（
原
田
・
6
0
歳
）
　
田
ロ
直
人
（
木
落
・
4
7
歳
）

5．8．10②



多くの傍聴人が参観しました

囎

投
票
の
状
況

★
当
日
の
有
権
者
数

　
男
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
…
三
二
、
二
五
八
人

　
女
．
…
．
．
…
…
三
二
、
四
二
四
人

　
計
…
…
…
…
…
六
、
六
八
二
人

俺説
、
有
権
者
へ
の
熱
烈
な
呼
び
か
け

が
展
開
さ
れ
、
町
中
に
活
気
が
み
な

ぎ
り
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
八
日
の
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
、
町
内
十
七
投
票
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
即
日
、
午
後
七
時
二
十
分
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
票
が
行
わ
れ
、
新

町
議
会
議
員
十
八
人
が
誕
生
し
ま
し

た
。
投
西
蛮
＋
は
九
三
・
六
八
％
で
し

た
。

　
新
構
成
の
町
議
会
は
、
九
月
一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
後
四
年
間
、
皆
さ
ん
が
選
ん
だ

代
表
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　　職員による開票作業

　　　　　開票の結果　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　当選戸田哲次（無所属現）525票i

　当選吉楽正実（無所属新）477票i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選押木　貢（無所属現）405票i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選田口直人（無所属現）396票i
　当選　北村公男（無所属現）380票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　当選高橋幸一（無所属現）345票i
　当選羽鳥力夫（無所属現）345票i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選南雲　 教（無所属現）333票i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選清水　進（無所属現）321票i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選　富井相四郎（無所属現）316票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　当選星名富一（無所属新）310票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　当選金子澄男（無所属現）307票i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選根津健治郎（無所属現）281票i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選村越勝蔵（無所属新）281票i

　当選高橋　重（無所属現）278票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　当選小林寅雄（無所属現）278票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　当選上村晴夫（無所属新）263票i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　当選柳　藤作（無所属現）188票i

　次点平野正義（無所属現）177票i
　　　　　　　　　　　　　　　　：
③5．8．10

立
候
補
者
が

　
　
　
　
　
　
紳
士
協
定

　
今
回
の
町
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
、

立
候
補
者
が
．
昼
休
み
中
の
街
頭
で

の
呼
び
か
け
を
自
粛
す
る
』
紳
士
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

★
投
票
者
数

　
　
男
．
．
．
．
：
．
．
．
．
．
．
…
二
、
九
九
九
人

　
　
女
…
…
…
…
…
三
、
二
六
一
人

　
　
計
．
：
：
・
…
…
…
六
、
二
六
〇
人

★
投
西
蛋
＋

　
　
男
：
．
…
．
．
．
…
…
九
二
・
〇
五
％

　
　
女
：
．
…
…
…
…
九
五
・
二
四
％

　
　
計
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
：
…
九
三
・
六
八
％

★
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
…
六
、
二
〇
七
票

　
　
無
効
投
票
：
…
…
：
　
五
三
票

★
候
補
者
別
の
得
票
状
況
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。
　
（
按
分
に
よ
る
小

数
点
以
下
は
切
り
捨
て
ま
し
た
）

柳

藤
作
（
学
校
町
・
6
7
歳
）

戸
田
哲
次
（
仁
田
・
61
歳
）

南
雲

教
（
中
仙
田
・
6
5
歳
）

富
井
相
四
郎
（
上
　
野
・
6
7
歳
）

村
越
勝
蔵
（
野
口
・
4
9
歳
）

羽
鳥
力
夫
（
伊
友
・
5
7
歳
）
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選
挙
に
よ
る
委
員①渡辺一二（60）

②東善寺

③山野田・東善寺

①小幡　満（57）

②仁　田

③仁　田

　
穫
期
満
了
韓
伴
う
町
農
業
委
員
会

委員の

心
般
選
挙
は
、
無
投
票
逡
襟

斡
．
七
月
牽
一
鐵
の
選
挙
禽
欝
次
の

秀
が
た
の
当
選
懸
決
蒙
鰻
叢
態
幾
。

　
選
挙
馨
塞
る
委
員
が
牽
七
太
、
晦

長
選
任
罐
塞
る
委
員
が
園
太
の
謙
墨

牽
皿
人
懸
構
成
き
れ
驚
麟
豪
醗
。
登

圃
、
新
人
飛
太
懸
当
選
磁
謙
難
薦
熾

任
期
は
、
平
成
遜
年
七
爲
墨
崇
霞
漆

ら
八
年
七
月
帯
九
国
ま
欝
の
叢
勇
隼

響
す
。

　
七
月
叢
十
六
日
ほ
第
｝
回
委
員
会

が
開
か
れ
、
会
長
に
小
林
正
火
さ
ん
、

会
長
代
理
降
虫
村
健
一
き
ん
溺
．
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
態
た
。

徴
議
席
順
馨
紹
介
彰
叢
す
。
敬
称
略

①
氏
名
・
年
齢
②
住
蘇
③
擾
当
地
区
）

①高橋洋一一（57）

②上　町

③沖立・上新井

　
　
）

　
　
　

　
　
G

，
諺
落
落

　
家

　
山
木
木

　
　
①
②
③

〈
農
業
委
員
の
主
な
仕
事
〉

團
地
域
農
業
と
農
地
の
守
り
手

幽
農
地
の
集
団
化
・
有
効
利
用
と

流
動
化
の
推
進
役

囹
農
業
者
年
金
加
入
お
よ
び
受
給

　
手
続
き
の
お
手
伝
い
役

囹
地
域
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る

　
た
め
の
建
議
．
答
申
π
農
家
の

利
益
代
表
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の
日
男
女
計

当

◎
衆
議
院
議
員
選
挙

ゆ
投
票
者
数
　
　
　
六
、
〇
七
九
人

ゆ
投
西
歪
＋
　
　
　
九
〇
・
二
九
％

⇔
有
効
投
票
　
　
　
六
、
○
二
二
票

ゆ
無
効
投
票
　
　
　
　
　
　
五
六
票

⇔
候
補
者
別
得
票

　
　
　
　
　
（
届
出
順
）

宮
越
馨

田
中
徳
光

筒
井
信
隆

白
川
勝
彦

高
鳥
修

、　　　、　　　、

一・一二　四
〇九一五六
三二五三〇
票票票票票

投
票
の
よ
う
す
（
第
三
投
票
所
で
）



①星名正幸（47）

②木島
③中屋敷

　
　
倉

）
　
大

3　
　
　
　
　

（
　
瀬

栄
　
岩

紀
瀬
・

川
　
谷

小
岩
赤

①
②
③

①斎喜春繁（61）

②室島
③室島・藤沢

）む（6

　
　
倉

威
　
高

幸
脇
・

木
　
脇

斎
小
小

①
②
③

　59

　
歩

（
　
十

夫
　
四

正
口
・

沢
　
口

野
野
野

①
②
③

①小林勝国（49）　　①中村年広（58）

②中仙田　　　　　　②大白倉
③中仙田・田戸・越ケ沢③大白倉・小白倉

①小林正人（67）

②中仙田
（共済組合推薦）

①南雲博（65）
②田中町

③水口沢
（農協推薦）

　
　
田

の
　
原

（6

　
高

　
　
　

一
　
治

利
田
平

橋
原
勢

高
高
伊

①
②
③

①蔵品信義（59）　　　①村山貞治（65）

②霜条　　　　 ②元町
③坪山・霜条・鶴吉　　③元　町

①上村健一（63）

②下平新田

③三領・小根岸・下平新田

（議会推薦）

　　　　　　　長
　　　　　　　選
　　　　　　　任
　　　　　　　に
　　　　　　　よ
①藤巻博（60）る
②寺ケ崎　　　委
　　　　　　　ロ③寺ケ崎・塩辛貝
（議会推薦）

　灘i繍
鑛　輪　　　町　　　蒙
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七
月
二
十
一
日
、
町
が
計
画
を
進
　
よ
そ
八
億
五
千
万
円
。
十
二
箇
所
で

め
て
い
た
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
　
　
管
路
布
設
工
事
（
総
延
長
六
、
五
一

道
事
業
の
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
及
　
七
層
）
を
す
る
ほ
か
、
実
施
測
量
設

び
起
工
式
が
、
水
口
沢
地
内
で
実
施
　
　
計
委
託
（
延
長
二
、
八
○
八
層
）
を

さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
工
事
関
係
　
　
し
ま
す
。

者
四
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
野
崎
県
　
　
町
の
下
水
道
事
業
は
、
上
野
地
区

下
水
道
課
長
、
南
雲
町
長
ら
五
人
が
　
　
（
上
野
・
下
平
新
田
）
が
完
了
。
ま

ク
ワ
入
れ
を
し
て
、
工
事
の
安
全
と
　
　
た
、
五
年
度
に
は
木
落
・
川
辺
地
区

完
工
を
祈
願
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
木
落
・
三
領
・
小
根
岸
）
及
び
橘

　
こ
の
工
事
は
、
千
手
地
区
一
四
〇
　
　
地
区
（
仁
田
・
野
口
）
が
完
了
予
定

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
三
つ
の
工
区
に
分
け
、
　
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
千
手

各
工
区
を
三
か
年
で
、
平
成
十
三
年
　
　
地
区
が
完
了
す
る
十
三
年
に
は
、
小
　
1
0

を
メ
ド
に
完
了
し
た
い
と
す
る
も
の
。
　
脇
．
高
倉
集
落
を
除
く
全
地
域
で
、
　
＆

全
体
事
業
費
は
約
六
十
億
円
と
見
込
　
　
下
水
道
を
完
備
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
　
　
●

ん
で
お
り
、
今
年
度
の
事
業
費
は
お
　
　
と
で
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

特環公共下水道事業
管路施設建設工事起工式
一全体事業費はおよそ60億円一

南雲町長（中央）ら5人がクワ入れをして、
工事の安全と完工を祈願しました

’



エイズを正しく

　　理解するために
　
「
エ
イ
ズ
」
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
連
日
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
ま
、

世
界
中
で
急
増
し
て
い
る
病
気
で
す
。

ま
た
、
県
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
遠
い
世
界
の
出
来
事
と

は
言
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
エ
イ
ズ
を
理
解
し
予
防

す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
七
月
九
・

十
日
と
、
町
内
二
会
場
で
映
写
会
を

実
施
。
二
日
間
で
お
よ
そ
百
五
十
人

が
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う

感
染
者
、
そ
れ
に
対
す
る
周
囲
の
対

応
…
…
、
あ
ま
り
に
過
激
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
し
、

正
し
い
知
識
を
教
え
る
機
会
が
、
よ

り
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

橘
小
学
校
・
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

か
れ
た
映
写
会
。
お
よ
そ
百
五
十
人
が
参
加

善
男
善
女
が
参
拝
十
七
夜
ま
つ
り

　
七
月
十
六
日
～
十
七
日
と
恒
例
の
十
七
夜
祭
り

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
四
千
五
百
人
が

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
十
七
夜
ま
つ
り
で
は
、
千
手
観
音
に
安
置
さ
れ

て
あ
る
千
手
観
世
音
菩
薩
像
（
延
暦
十
七
年
〈
七

九
八
年
〉
坂
上
田
村
麻
呂
が
東
征
の
帰
路
こ
の
地

に
立
ち
寄
っ
て
安
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）

が
開
帳
さ
れ
、
多
数
の
善
男
善
女
が
参
拝
し
ま
し

た
。
ま
た
、
お
よ
そ
五
十
ほ
ど
の
夜
店
が
並
ぶ
沿

道
は
、
人
の
波
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
二
十
七
、
八
年
ご
ろ
ま

で
は
草
競
馬
で
大
に
ぎ
わ
い
し
、
今
で
も
夜
店
で

桃
や
ス
イ
カ
を
買
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
、
参
拝

す
る
人
た
ち
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ことしの十七夜まつりは雨の心配もなく、

多くの善男善女が参拝に訪れました
　　　　　　　　　　　　　　　　　5．8．10⑥
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椰

解
韓

灘

　参加者が増えたため、ことしからは川西高校が

　会場となりました

ふるさとの味を

楽しく学び伝えよう
　
七
月
十
一
日
、
川
西
高
校
を
会
場

に
「
ふ
る
さ
と
料
理
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
回
目
と
な
る
こ
の
教
室

で
は
、
薄
ら
ぎ
ゆ
く
季
節
感
、
個
性

を
失
い
ゆ
く
味
気
な
い
料
理
に
目
を

つ
け
、
「
ふ
る
さ
と
の
味
や
献
立
を
楽

し
く
学
び
伝
え
よ
う
」
と
い
う
こ
と

で
開
設
さ
れ
、
年
間
六
回
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
次
号
か
ら
の
本
紙
で
、
こ

の
教
室
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
料
理
を

中
心
に
紹
介
す
る
、
「
手
軽
に
で
き
る

ふ
る
さ
と
の
味
」
コ
ー
ナ
ー
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

こ

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ツ
ブ
を
図
る

　
　
　
㎜
．
…
講
難
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
話
し
合
っ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
と
、
二
～
三
歳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
方
を
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象
に
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
が
六
月
か
ら
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
第
四
回
目
と
し
て
、
楽
し
い
親
子
の
遊
び
や
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
で
で
き
る
運
動
を
主
な
内
容
に
、
「
親
子
の
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
シ
ッ
プ
体
操
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
は
、
親
子
二
十
組
が
参
加
。
疲
れ
を
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
元
気
に
動
き
ま
わ
る
子
供
た
ち
、
そ
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
気
な
声
で
、
体
育
館
の
中
は
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

親
子
で
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
し
た



オ
リ
ン
ビ
ツ
ウ
遷
尋
が

　
　
　
　
　
　
箋
縷
指
導
と
講
濱

　
七
月
二
十
八
日
、
川
西
中
学
校
体

育
館
で
、
　
『
健
康
づ
く
り
講
演
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
保

健
施
設
事
業
の
一
環
と
し
て
開
い
た

も
の
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
平
成
4
年
開
催
）
陸
上
競
技
で

決
勝
進
出
を
果
た
し
た
、
高
野
進
さ

ん
（
東
海
大
学
講
師
・
32
歳
・
男
子

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
出
場
）
を
講
師

に
迎
え
、
「
44
秒
に
賭
け
る
」
と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
い
た
も
の
。

　
高
野
さ
ん
か
ら
は
、
講
演
に
先
き

立
ち
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

川
西
中
．
川
西
高
校
・
十
日
町
高
校

の
陸
上
部
員
八
十
人
ほ
ど
を
対
象
に
、

実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

腕
の
振
り
、
も
も
上
げ
な
ど
、
陸
上

灘
灘

講
師
の
高
野
さ
ん

競
技
の
基
本
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
　
「
陸
上
競
技
に
限
ら

ず
、
勝
負
に
結
び
付
く
条
件
と
し
て

は
、
適
正
・
環
境
・
目
的
意
識
が
大

き
な
係
り
を
持
っ
て
お
り
、
適
度
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
い
か
に
最
後
の
仕
上
が
り
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
、
過
程
に
あ
る

ス
ト
レ
ス
に
ど
う
反
応
（
怒
る
・
あ

き
ら
め
る
．
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
・
挑

戦
す
る
）
か
を
理
解
を
す
る
こ
と
が

大
切
。
」
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、

健
康
づ
く
り
に
も
触
れ
な
が
ら
、
一

時
間
ほ
ど
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ま
ず
は

軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら

少
年
の
非
行
と

　
　
　
　
　
そ
の
背
景
を
考
え
る

　
七
月
十
三
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

非
行
少
年
と
そ
の
背
景
を
考
え
る
「
公

開
ケ
ー
ス
研
究
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
第
四
十
三
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
中
魚
沼
郡
・
十

日
町
市
か
ら
、
保
護
司
や
更
生
保
護

婦
人
会
な
ど
関
係
者
お
よ
そ
九
十
人

が
参
加
。
　
「
時
代
を
担
う
少
年
の
健

全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
研
究
資
料
の
事
例
を
も
と
に
、

§
ソ
ハ
妄
き

第6回町内学童親善相撲1童親善相撲大会結果
7月18日総合体育館相撲場」

沢慧、星名太一、今井拓朗、藤原弘生
村悟、高橋拓也、原秀和）

木真澄、渡貫正嗣、若山博彰、丸山一樹
山広哲、仲嶋圭、小林哲也、金子利也）

九
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
年
非
行
の
原
因
に
は
、
大
な
り

小
な
り
家
庭
や
周
囲
の
環
境
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
親
の
威
厳
欠

如
に
も
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
に

は
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
学
校
・
地

域
社
会
の
み
な
さ
ん
方
一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
一
致
し

た
意
見
で
し
た
。

田敬介、庭野哲、樋口和也、高橋渉
田太、小林大昌）

　
A
野
木
校
押
丸
校
増
半

　
校
、
、
学
、
、
学
、
、

　
学
樹
行
小
也
彦
小
寛
亮

　
小
良
信
野
達
武
田
実
良

戦
橘
田
落
上
淋
桐
仙
子
山

体
券
喋
位
健
位
像

圃
倒
　
2
　
3

■個人戦

4　　年 5　　年 6　　年

優勝 金子　実寛（仙田） 星名　太一（橘） 高橋　　渉（仙田）

2位 戸田　良樹（橘） 大久保英和（橘） 藤原　弘生（橘）

3位 星名　悠葵（千手） 高橋　拓也（橘） 片桐　武彦（上野）

4位 水落　直人（橘） 小林　大昌（仙田） 西野　　健（千手）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た

醸
幽

繍
、
謹

「
の
こ
っ
た
、
の
こ
っ
た
」
ど
ち
ら
も
必
死

で
す
。
手
に
汗
に
ぎ
る
熱
戦
の
連
続
で
し
た

灘⑦



わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
で

金
子
君
（
仙
田
小
四
年
）
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日
、
両
国
国
技
館
で
、

わ
ん
ぱ
く
相
撲
第
九
回
全
国
大
会
が

開
か
れ
、
本
県
か
ら
は
六
チ
ー
ム
が

出
場
。
そ
の
中
の
十
日
町
チ
ー
ム
に
、

金
子
実
寛
君
（
岩
瀬
）
が
い
ま
す
。

　
金
子
君
は
、
五
月
十
六
日
に
実
施

さ
れ
た
十
日
町
ブ
ロ
ッ
ク
を
経
て
、

六
月
十
三
日
の
県
大
会
（
4
年
～
6

年
各
一
人
・
三
人
編
成
）
に
出
場
、

二
位
の
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
（
一
五
五
チ
ー
ム
）
で

は
二
回
戦
か
ら
出
場
．
富
山
県
の
選

手
に
勝
っ
て
三
回
戦
に
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
健
闘
む
な
し
く
茨
城
県
の

選
手
に
惜
敗
し
ま
し
た
。
で
も
、
全

国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
立
派

な
成
績
を
納
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
金
子
君
は
、
「
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し

て
、
緊
張
し
ま
し
た
」
と
試
合
の
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

で会大

闘健
権
大

手選
が

県少年空手道

　　選手
　
七
月
四
日
、
岩
室
村
民
体
育
館
で
、
第
九
回
新
潟
県
少
年

空
手
道
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
町
空
手
教
室
に
通
う
児
童
の

健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

　
町
空
手
教
室
は
昭
和
四
十
六
年
、
川
西
空
手
道
西
空
会

（
西
野
幸
男
師
範
、
川
崎
信
夫
師
範
代
・
学
校
町
・
6
7
）
が

少
年
の
部
と
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
現
在
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
小
達
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
手
坂
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
べ
千
保
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
■
組
型
、
）
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
年
位
年
年
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
低
第
小
小
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
（
同
橘
橘
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
高
君
（
・
・
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
太
君
8
出
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
、
・
君
佑
志
卜
進
出

　写真右から、斎木俊太
卜16・鐙島小6年）星名
16・千手小3年）斎木猛
3年）田中諒君（同ベス
也君（高学年組手3回戦
晃君（高学年型3回戦進

室
に
は
二
士
二
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
会
で
低
学
年
型
（
九
六
人

参
加
）
に
出
場
し
、
三
位
入
賞
を
果

た
し
た
斎
木
猛
志
君
（
千
手
小
三
年
）

は
、
「
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
か
い
が

あ
り
良
か
っ
た
。
今
度
は
一
位
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、
来
年
に

向
け
て
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
教
室
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
中
西
武
博
さ
ん
（
高
原
田
・

50

）
は
、
「
西
野
師
範
や
川
崎
師
範
代

の
お
陰
で
底
辺
が
広
が
っ
た
。
子
供

た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
五
歳

の
女
の
子
ま
で
通
っ
て
い
る
ん
で
す

ヨ
。
将
来
、
国
体
に
出
ら
れ
る
よ
う

な
選
手
を
育
て
た
い
。
ま
た
、
保
護

者
会
（
田
中
信
夫
代
表
）
か
ら
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、

送
迎
や
応
援
、
大
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＝
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
実
践

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ブ
を
す
る
要

領
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
打
ち
ま
す

　
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
、
七
月
十
五
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
、
町
内
五
会
場
で
移
動

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
九
日
は
臼
倉
小
学
校
を
会
場
に
、

お
よ
そ
三
十
人
が
参
加
。
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど
の

指
導
を
受
け
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ

て
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
”
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

ル
ー
ル
を
基
本
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

用
の
ネ
ッ
ト
を
は
さ
ん
で
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を
大

き
く
し
た
よ
う
な
も
の
）
打
ち
合
う

ゲ
ー
ム
。
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暑
さ
も
忘
れ
老
人
パ
ワ
ー
爆
発

ボ
ー
ル
送
り
で
一
位
に
な
っ
た
仙
田
チ
ー
ム

　
七
月
二
十
七
日
、
総
合
体
育
館
で

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
お

よ
そ
六
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
総
合
体
育
館
建
設

（
昭
和
5
4
年
）
を
契
機
に
地
区
対
抗

方
式
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

十
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
七
種
目
に
老
人
パ
ワ
ー

が
激
突
。
選
手
も
応
援
団
も
各
種
目

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
に
、
暑
さ

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ち

な
み
に
、
今
回
は
千
手
地
区
が
優
勝

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。



　
こ
と
し
喜
寿
の
お
祝

い
を
迎
え
た
方
は
、
大

正
五
年
四
月
二
日
か
ら
、

大
正
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
満
七
十

七
歳
の
九
十
一
人
が
対

象
で
す
。
当
日
は
六
十

七
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

覇
團
．

　
日
荘

8
葉

朔
松

㎜．
讃
綴
糠
灘
灘

・
繕
雛
懸
灘
鎌

灘
糞
雛
獲

灘
灘
灘
　
撫

謙
灘

覇
顯響罐

　㎜
響
纒

㎜
㎜

㎜
∞∞

羅
麟
，

纒
灘
灘
鑛

灘
灘
灘
懸

　
　
セ

董
．

　灘
馨

，
蓼
鮎
．

畿

そ

　　尋
難

糊
　
　
　
轟
凌

欄
　
　
　
　
　
　
　
餐
・

　
　
　
峯

柵．㎜

露
．

翼・

溺

蓑
、
籔

張

鯛
．

露
構饗藪

　雑
　霧
蓑

轟

“

澱

（
町
内
順
に
掲
載
・
敬
称
略
）

千
手
地
区
　
三
十
四
人

高伊　　　　沖木　　寺　中学　　神　　田　中上発　　発山　　中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　　 電

原〃〃〃〃　〃〃〃屋校〃〃社〃〃中〃央霊〃〃題野〃〃島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り
田友　　　　立島　　尾　敷町　　町　　町　町町東　　西田　　町
小星星星数数相佐長福南高清斎丸斎関南高野小北酒斎丸丸藤北数小喜
林名名名藤藤崎藤谷崎雲橋水藤山木口雲橋上林村井木山山巻村藤林多
　　　　　　　　川

嫉操多鎧蟻酸蒲褒践霧竺搾醤堰群樺舞
鶴坪

ノノ

山
引
間
喜
作

吉
田
村
福
原

　
　
田
村
　
マ
ス

上
野
地
区
　
二
十
一
人

小三下新　　　　元　　　　　　　　　　　 上

　　平町
根〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃　　新新
岸領田田　　　　 町　　　　　　　　　　　　野

小高上桑押押押押上中根金上渡田根清茂上清土
海橋村原木木木木村嶋津子村貫口津水野村水田
　　　　　　　　　　　喜　　　　　倉
末正繁朝ナイ貞三リ増睦三タス文広ト之信辰初
一二雄ニミエ治蔵ク三子郎ツエ治作ヨ助栄男次

橘
地
区
　
＋
八
人

木

ノノ　　ノノ　　ノノ

落

相
馬
カ
ク

相
馬
伊
勢
吉

丸
山
孫
太
郎

丸
山
鉄
四
郎

仁塩寺野下原

ケ　〃　ノノノノ　　〃　　ノノノノ　　〃　　ノノ

原田　　　口　　　田辛崎

田丸星渡野五山水山須藤山
巾山野部沢十口落口藤巻崎
　　　　　嵐　　　　 タ

義キ浅熊静ス　菊甚亮ツマ
長ク由雄江ギ英江平助ノサ

山
家
イ
ト

和
久
井
ヤ
ス

山
崎
　
マ
サ

藤
巻
タ
ツ
ノ

仙
田
地
区
　
十
八
人

中室赤小岩大大／J・

〃　〃　〃　で山ノノ　〃ノノ　　〃　　ノノノノ臼〃臼

田

小
林
ノ
イ

高
橋
ス
イ
子

倉倉　瀬　　　谷脇　　島

桐中金登小登高登佐高茂茂南小
生条子坂川坂橋坂藤橋野野雲林
ノペ

ル麻勝ハキミ　ハト重チト辰マ
ノ治司ナミイ清ルク英ヨワ雄チ

倉

桐
生
ハ
ル
ノ

桐
生
美
一

片
桐
栄
二
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑬

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
　
ね
ら

命
を
狙
わ
れ
た
村
長

　
青
山
学
院
大
学
高
等
部
の
登
坂
幸

　
　
　
つ
　
　
く
　
　
じ

雄
氏
（
九
十
二
村
長
の
三
男
）
が
、

父
か
ら
聞
い
て
い
た
村
長
時
代
の
秘

話
を
電
話
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
学
校
間
題
で
も
め
た
と
き
は
、
年

中
だ
れ
か
に
命
を
狙
わ
れ
て
い
た
。

月
夜
の
晩
に
童
子
ケ
島
へ
さ
し
か
か

っ
た
ら
、
草
葉
の
陰
に
フ
ウ
コ
ウ

（
頬
被
り
）
し
た
ト
ッ
ツ
ア
た
ち
が

隠
れ
て
い
て
刀
や
包
丁
を
チ
ラ
ツ
カ

せ
る
の
が
見
え
た
。
知
ら
ん
顔
し
て

通
る
と
、
「
統
合
案
を
撤
回
し
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
せ
い

川
へ
突
き
落
と
す
ぞ
」
と
罵
声
を
浴

び
せ
ら
れ
、
以
後
の
夜
歩
き
に
は
護

身
用
に
短
刀
を
携
帯
し
た
。

親
類
で
夜
を
明
か
す

　
反
対
派
の
目
が
光
っ
て
い
て
、
晩

方
は
役
場
か
ら
家
へ
直
行
で
き
な
か

っ
た
。
田
戸
も
人
心
が
不
安
で
通
れ

ず
、
越
ケ
沢
の
峠
を
登
っ
て
元
町
へ

降
り
、
徳
左
工
門
で
夕
飯
を
食
、
べ
て

ま
た
仙
田
峠
を
赤
谷
へ
帰
っ
た
が
、

暗
闇
の
中
に
人
の
気
配
が
し
て
家
へ

入
れ
ず
、
新
左
工
門
や
茶
屋
で
夜
を

明
か
し
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
る
。
翌

朝
は
渋
海
川
を
渡
っ
て
蟹
田
の
古
道

を
越
え
、
猿
ケ
鼻
の
ヘ
ツ
リ
を
中
仙

田
川
東
へ
出
て
役
場
に
入
っ
た
。

　
室
島
・
中
仙
田
・
赤
岩
の
三
校
統

合
を
、
良
識
の
あ
る
人
た
ち
は
み
ん

な
が
賛
成
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
実

現
で
き
な
い
で
し
ま
っ
た
の
は
、
小

異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
け
な
か
っ
た

少
数
の
反
対
者
が
、
貧
し
い
村
民
を

上
手
に
利
用
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
※
金
子
「
幸
作
」
の
名
親
は
祖
母

の
弟
に
当
た
る
九
十
二
村
長
で
、
「
幸

せ
を
作
れ
」
と
願
っ
て
名
付
け
て
く

れ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
（
私
ご
と
で

恐
縮
、
お
許
し
の
ほ
ど
を
〉
。

職
務
管
掌
と
村
長
代
理

　
登
坂
九
十
二
が
村
長
を
辞
職
し
た

あ
と
、
村
会
は
後
任
を
物
色
す
る
が

だ
れ
も
引
き
受
け
な
か
っ
た
。
事
態

を
重
く
見
た
県
は
、
昭
和
元
年
十
二

月
二
十
九
日
に
新
潟
県
属
小
杉
藤
太

郎
（
新
潟
市
西
港
町
）
を
仙
田
村
長

職
務
管
掌
に
任
命
し
て
収
拾
を
は
か

る
。
し
か
し
、
県
が
派
遣
し
た
や
り

手
の
役
人
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
二
十

五
才
の
小
杉
が
海
干
山
干
の
村
会
議

員
衆
を
説
得
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し

く
、
ま
た
、
こ
の
人
が
村
内
の
雪
道

を
歩
き
回
る
の
も
至
難
で
解
決
を
期

待
で
き
ず
、
就
任
わ
ず
か
十
六
日
で

村
長
の
座
を
追
わ
れ
て
し
ま
う
。

　
小
杉
の
去
っ
た
あ
と
、
小
林
銀
次

郎
（
西
蒲
原
郡
吉
田
町
太
田
）
が
村

長
臨
時
代
理
者
に
任
命
さ
れ
、
昭
和

二
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
年
三
月
二

十
九
日
ま
で
の
一
年
ニ
カ
月
を
在
職

す
る
。
小
林
は
四
十
一
才
の
働
き
盛

り
で
「
切
れ
者
」
の
異
名
が
あ
た
え

ら
れ
た
敏
腕
家
で
あ
っ
た
が
、
問
題

の
解
決
を
急
ぐ
高
姿
勢
が
議
員
衆
の

反
発
を
買
い
、
ま
と
め
る
立
場
の
発

言
が
か
え
っ
て
火
に
油
を
注
ぐ
結
果

に
な
っ
た
り
し
て
村
政
は
混
迷
の
色

を
濃
く
し
て
い
く
。

コ
ス
ギ
と
4
ハ
ギ
ン

　
室
島
の
高
橋
惣
治
翁
と
中
仙
田
の

小
林
政
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
な

　
小
杉
藤
太
郎
は
旦
那
様
の
ボ
ン
ボ

ン
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
な
に
ご

と
も
大
様
で
紳
士
的
な
人
だ
っ
た
。

中
仙
田
の
「
よ
や
」
に
下
宿
し
て
お

り
、
オ
ラ
が
陳
情
に
行
く
と
親
切
に

応
対
し
、
親
身
に
な
っ
て
願
い
を
聞

い
て
く
れ
た
。
学
校
問
題
を
解
決
し

た
い
と
意
欲
的
に
着
任
し
た
の
に
、

　
　
　
　
い
ト
し

議
員
衆
の
苛
め
に
負
け
て
自
分
か
ら

逃
げ
た
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

　
小
林
銀
次
郎
は
き
つ
く
て
役
人
様

と
い
う
印
象
が
強
く
、
と
か
く
斜
に

構
え
て
小
杉
と
は
対
照
的
な
人
物
で

あ
っ
た
。
中
仙
田
川
東
の
高
野
武
夫

や
川
西
の
南
雲
正
弘
が
役
場
に
勤
め

て
い
た
こ
ろ
小
林
に
鍛
え
ら
れ
た
と

い
い
、
村
民
の
一
部
も
こ
の
人
に
恐

れ
を
な
し
た
と
か
で
今
も
「
コ
バ
ギ

ン
」
の
異
名
が
残
っ
て
い
る
。

涌
井
せ
り
先
生
の
手
紙

　
東
松
山
市
の
涌
井
せ
り
（
元
橘
小

学
校
女
教
師
、
中
仙
田
出
身
）
先
生

か
ら
、
当
時
を
し
の
ぶ
貴
重
な
お
手

紙
を
い
た
だ
い
た
。

　
突
然
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る
失
礼

を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
広
報
か

わ
に
し
の
歴
史
は
語
る
を
毎
号
興
味

深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
と
く
に
「
仙
田
村
の
学
校
問
題
」

は
。
私
は
、
当
時
仙
田
村
助
役
を
勤

め
た
南
雲
保
治
の
長
女
で
大
正
二
年

生
ま
れ
で
す
の
で
、
学
校
間
題
が
一

番
も
め
た
さ
な
か
に
中
仙
田
校
の
高

等
科
へ
在
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
年
生
入
学
（
大
正
十
五
年
度
）

の
年
は
仙
田
村
中
か
ら
生
徒
が
集
ま

っ
て
教
室
に
入
り
切
れ
な
い
ほ
ど
大

勢
で
し
た
が
、
二
年
生
の
時
は
中
仙

田
と
越
ケ
沢
、
そ
れ
に
白
倉
・
藤
沢

の
子
が
一
人
来
た
く
ら
い
で
わ
ず
か

九
人
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
高
等
科

の
併
置
問
題
で
村
が
も
め
て
村
長
に

な
り
手
が
な
く
、
新
潟
か
ら
輸
入
村

長
が
派
遣
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
名
前

は
忘
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
村
長
さ
ん

の
歓
迎
会
を
私
の
実
家
で
催
し
た
の

で
し
た
。
本
家
の
通
子
さ
ん
（
後
の

山
口
県
・
葉
田
医
院
長
夫
人
）
も
手

　　ぬ　サ　　
夫さん提供）
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し
ド
　
じ
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田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

伝
い
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
私
と
二

人
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
給
仕
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
県
の
偉
い
役

人
様
と
か
で
、
と
に
か
く
接
待
す
る

の
に
大
変
な
騒
ぎ
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
成
人
し
て
橘
小
学
校
へ

赴
任
し
た
の
は
昭
和
十
年
ご
ろ
で
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
念
願
の
橘

診
療
所
が
で
き
た
の
で
し
た
。
仙
道

先
生
・
戸
田
貞
次
さ
ん
と
娘
の
千
代

さ
ん
、
野
沢
秀
保
さ
ん
も
よ
く
存
じ

上
げ
て
い
ま
し
た
の
で
「
橘
医
療
利

用
組
合
」
の
記
事
も
毎
号
な
つ
か
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戸

田
千
代
さ
ん
と
南
雲
通
子
さ
ん
と
私

は
従
姉
妹
で
、
小
さ
い
時
か
ら
仲
良

く
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
昔
が
な

つ
か
し
く
て
、
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず

筆
を
執
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

私
ど
も
の
知
ら
な
い
郷
土
の
歴
史
を

書
い
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。



　
七
月
二
十
七
日
、
十
日
町
市
川
西

町
衛
生
施
設
組
合
が
計
画
を
進
め
て

い
た
、
新
し
い
ご
み
焼
却
場
（
十
日

町
市
下
島
地
内
）
の
火
入
れ
式
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
組
合
関

係
者
や
組
合
議
会
議
員
、
日
本
鋼
管

　蛛
の
田
治
見
常
務
な
ど
、
工
事
関
係

者
五
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
丸
山
十

日
町
市
長
、
南
雲
川
西
町
長
ら
五
人

が
運
転
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
、
焼
却

炉
に
火
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　
新
焼
却
場
は
、
総
事
業
費
三
十
七

億
三
千
万
円
で
、
平
成
三
年
十
二
月

四
日
着
工
、
三
力
年
の
継
続
事
業
。

九
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
各
部
門
の
機
械

調
整
や
、
実
際
ご
み
を
入
れ
た
調
整

新焼却場の
　　　　穴λれ就

運
転
な
ど
を
行
い
、
十
月
か
ら
本
格

稼
働
を
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

鉄
骨
A
L
C
構
造
で
、
高
さ
五
十
九

層
の
煙
突
を
備
え
て
い
ま
す
。
一
日

十
六
時
問
運
転
で
き
る
准
連
続
焼
却

炉
二
基
は
、
九
十
ノ
（
平
成
n
年
を

計
画
し
た
も
の
．
従
来
は
五
十
五
ノ
）

を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
機
能
集
じ
ん
方
式
、
有
害

ガ
ス
除
去
装
置
、
ク
ロ
ー
ズ
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
最
新
の
公
害
防
止
装
置
を

備
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
機
械
化
、

自
動
化
を
図
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
利
用
し
た
集
中
管
理
方
式
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

南雲町長（右から2番目）らが、運転スイッチを押しました

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
現
在
、
高
原
田
地
内
で
、
高
齢
者

福
祉
事
業
の
中
核
と
な
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
が
、
来
年
三
月

中
旬
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
名

称
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
町

内
・
外
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
施
設
に
ふ

さ
わ
し
い
親
し
み
の
あ
る
、
暖
か
昧

の
あ
る
名
称
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
’
応
募
方
法
’

　
は
が
き
一
枚
に
一
点
の
作
品
と
し

ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
号
を
明
記
し
、
川
西
町
役
場
内
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
ね
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設

立
準
備
室
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
■
締
め
切
り
■

　
8
月
2
4
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
■
賞
　
　
・
叩
■

　
採
用
一
点
。
佳
作
若
干
。

　
■
発
　
　
表
■

　
本
紙
に
発
表
。
本
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
内
容

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
身
体
上

若
し
く
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ

る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
、

収
益
金
の
環
元
を
受
け
る

平
成
5
年
度
宝
く
じ
助
成
備
品

　
仙
田
地
区
開
発
振
興
協
議
会
で
は
、

仙
田
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

振
興
し
、
明
る
い
む
ら
づ
く
り
を
す

る
た
め
、
財
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
宝
く
じ
の
収
益
金
二
五
〇
万
円
の

助
成
を
受
け
、
次
の
よ
う
な
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
テ
ン
ト
、
放
送
機
器
、
音
響
設
備
、

　
ビ
デ
オ
、
複
写
機
、
ワ
ー
プ
ロ
、

　
屋
外
簡
易
ト
イ
レ
、
掲
示
板

小
白
倉
集
落
に
備
え
ら
れ
た

複
写
機

居
宅
に
お
い
て
介
護
困
難
な
場
合
に

入
所
さ
せ
、
身
の
回
り
の
世
話
や
入

所
者
に
再
起
の
希
望
と
快
適
で
や
す

ら
か
な
生
活
の
に
場
を
与
え
て
、
老

人
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
は
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
老
人
短
期

入
所
運
営
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
も
併
せ
て
実
施
す

る
予
定
で
、
定
員
三
十
人
の
施
設
と

し
て
、
来
年
四
月
の
開
所
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
建
物
の
概
要

　
構
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
　
一
一
階
建
て

　
床
面
積
　
二
、
二
八
七
・
〇
九
平

　
　
　
　
　
方
メ
ー
ト
ル

　　　　協議会本部に備えられたテント

⑳5．8．10



ム
圃
圖
團

圃
国
回
▽

　
一
年
生
の
親
子
に
す
す
め
る
本

　
　
一
年
生
の
生
活
は
、
日
々
新
た
な

体
験
と
新
鮮
な
驚
き
で
彩
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
一
年
生
を
扱
っ
た
本

を
図
書
室
か
ら
選
ん
で
み
ま
し
た
。

　
「
も
う
字
が
読
め
る
ん
だ
か
ら
、
自

分
で
読
み
な
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
読
書
は
ま
ず
楽
し

く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
読
み
聞

か
せ
れ
ば
楽
し
み
は
倍
加
し
ま
す
。

大
人
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
の
ん

び
り
と
豊
か
な
子
ど
も
の
本
の
世
界

に
ひ
た
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
一
年
生
っ
て
い
い
ね
　
宮
川
ひ
ろ

○
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
が
ま
わ
っ
た

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
同
右

　　　益
一目意（敬称痢
老人福祉に

　星名徳平（沖立）　3万円

一般寄附

石沢邦治（上町）　5万円

　
○
ぼ
く
一
年
生
だ
い
　
遠
藤
み
え
子

　
○
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま
ほ
う
の
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
制
作

　
0
1
ね
ん
ー
く
み
ー
ば
ん
ワ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
竜
二

　
〇
が
ま
ん
だ
が
ま
ん
だ
う
ん
ち
っ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
俊
作

　
○
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
　
同
右

　
○
よ
ー
い
ど
ん
け
つ
い
っ
と
う
し
ょ

　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
同
右

　
○
こ
ん
に
ゃ
ろ
！
と
う
ち
ゃ
ん
同
右

　
○
い
も
う
と
の
に
ゅ
う
い
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
頼
子

　
○
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
　
林
明
子

　
○
ふ
と
ん
か
い
す
い
よ
く
山
下
明
生

　
○
じ
て
ん
し
ゃ
に
の
れ
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
松
俊
英

　
○
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て
ほ
ん
と
に

　
　
い
る
の
　
　
　
て
る
お
か
い
つ
こ

　
〇
一
年
一
組
せ
ん
せ
い
あ
の
ね

　
　
　
　
　
鹿
島
和
夫
・
灰
谷
健
次
郎

亀
一
、
、
欄
　
乾
・
　
、
、
顯
　
‘
．
’
』
，
愚
潮
響
薯
凄
、

，沸停電の
　　　　　お知今せ

9時半～正午

田の一部

の一部

鑑　　9月10日　午前9時半～11時半
　　　（金）　室島の一部

』一嚇灘触騰騨蜘繍

　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

　
　
　
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
壇

夏
菊
を
涼
し
く
活
け
て
事
務
開
き

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

水
蓮
の
花
に
小
雨
の
三
渓
園

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

土
台
石
し
め
り
て
梅
雨
の
つ
づ
き
居
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

暑
き
日
に
暑
き
茶
す
・
る
昼
寝
起

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

終
バ
ス
の
過
ぎ
た
る
闇
に
ほ
た
る
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

灯
し
て
子
供
相
撲
や
地
蔵
盆

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

谷
青
葉
滝
を
塞
ぎ
て
揺
れ
止
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

土
用
入
り
大
暑
と
あ
れ
ど
夏
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

梅
雨
空
に
給
油
の
店
の
灯
の
早
き

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

梅
雨
空
の
雲
の
隙
間
の
薄
日
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
上
野
星
名
春
子

俵
ぐ
み
赤
く
熟
み
た
り
口
に
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

苗
木
市
野
良
着
の
ま
ま
に
来
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

野
い
ち
ご
の
実
の
つ
や
や
か
に
色
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

梅
雨
の
降
り
信
濃
の
山
を
霞
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

さ
く
ら
ん
ぼ
芭
蕉
の
句
碑
は
山
寺
に

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

土
用
風
青
田
波
打
ち
ゆ
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

土
手
に
咲
く
昼
顔
の
あ
り
瀬
の
早
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

瀬
音
聞
き
沢
蟹
捕
り
し
遠
き
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

か
っ
こ
う
の
鳴
く
故
郷
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

梅
雨
空
の
毎
日
続
く
土
用
入
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

大
輪
の
咲
き
揃
ひ
た
る
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

遠
き
日
の
赤
の
ま
ん
ま
よ
お
ま
ま
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

木
漏
れ
日
も
青
葉
影
揺
れ
登
り
坂

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

涼
し
さ
よ
蒼
柴
神
社
の
石
の
道

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

夕
映
の
静
か
な
庭
の
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
石
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

退
院
の
迎
へ
の
妻
の
夏
羽
織
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
や
白
よ
り
咲
き
て
色
変
わ
り
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
、
・
・
臥

垂
れ
萩
の
優
し
く
咲
い
て
盆
来
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

車
窓
よ
り
青
田
広
が
る
越
の
国

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

朝
早
く
み
ん
み
ん
ぜ
み
に
目
を
さ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
春
野

浴
帰
り
目
に
さ
さ
り
来
る
西
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
長
野
　
キ
ミ

夏
帽
子
頭
上
に
振
っ
て
別
れ
け
り

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

あ
じ
さ
い
の
色
の
あ
せ
ゆ
く
大
西
日

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

夏
帽
子
ぬ
い
で
一
と
風
入
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

水
打
っ
て
大
地
に
生
命
あ
る
如
く

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

梅
雨
の
中
人
の
目
光
る
せ
ん
き
ょ
か
な

　
　
　
　
仙
田
小
三
年
　
高
橋
　
　
隼

　
　
　
　
　
　
養
無

前
原
条

午
高
霜

日
）
2
木

月
（
9

「
町
営
住
宅
の
適
正
管
理
を
！
」

1
投
書
に
つ
い
て
の
お
答
え
ー

　
先
日
、
住
民
の
方
か
ら
町
営
住
宅

所
管
課
長
あ
て
に
投
書
が
あ
り
ま
し

た
。
　
「
賃
貸
住
宅
を
探
し
て
い
る
が

適
当
な
住
宅
が
な
い
。
し
か
し
、
町

営
住
宅
に
は
、
不
正
入
居
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
入
居
者
が
い
る
。
適
正
な

管
理
を
望
む
」
こ
ん
な
内
容
で
し
た
。

　
町
に
は
現
在
、
町
民
の
入
居
を
対

象
に
し
た
n
戸
の
町
営
住
宅
（
教
員

住
宅
を
除
く
）
が
あ
り
ま
す
。
住
宅

は
ほ
と
ん
ど
空
く
こ
と
が
な
く
、
入

居
希
望
者
に
は
入
居
を
お
断
り
し
た

り
、
空
き
家
に
な
る
ま
で
待
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
決
定
や
そ
の
後

の
運
営
は
、
公
営
住
宅
法
や
町
営
住

宅
条
例
に
照
ら
し
適
正
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
投
書
に
あ
る
よ
う

な
不
正
な
入
居
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
町
営
住
宅
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

　
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係
へ
。



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
職
員
募
集

　
　
あ
か
ね
会
で
は
、
平
成
六
年
四

月
一
日
採
用
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
高
原
田
地
内
）
に
勤
務
す
る
生

活
指
導
員
一
人
と
、
寮
父
母
・
介
助

員
十
人
程
度
、
看
護
婦
若
干
人
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
条
件
】
　
〈
共
通
〉

●
　
五
十
歳
ま
で
の
男
女
で
、
原
則

　
と
し
て
、
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市

内
に
住
所
を
有
し
、
採
用
後
は
通

勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人

●
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
の

人
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

　
〈
個
別
条
件
〉

●
　
生
活
指
導
員
は
、
高
校
卒
業
以

　
上
と
し
ま
す
。

【
採
用
日
】

　
平
成
6
年
4
月
1
日
（
た
だ
し
、

3
月
1
日
か
ら
事
前
研
修
な
ど
に
参

加
で
き
る
こ
と
）

【
試
験
の
日
時
と
場
所
な
ど
】

日
時
　
9
月
1
9
日
（
日
）
午
前
9
時
～

場
所
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
i

内
容
　
一
般
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

　
　
　
面
接
を
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
受
付
場
所
】

　
川
西
町
役
場
内
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
設
立
準
備
室

＝

、
＝
閣
ダ
∴

　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
▼

畠
』
　
　
　
一
　
　
　
～

』
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
巳
　
　
　
嚇
　
躰
　
●
　
鴨

…
：
ミ
…
ミ
妻
毒
…
…
彙
…
≡
茎
ミ
醤
珪
｝
茎
…
：
’
　
　
藁

　
　
　
　
新
町
新
田
　
鈴
木
　
義
一

　
第
二
十
回
十
日
町
地
区
皇
居
勤
労

奉
仕
団
は
、
去
る
六
月
二
十
五
日
に
、

四
日
間
の
ご
奉
仕
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
七
十
五
人
の
団
長
と
し
て
、

町
か
ら
参
加
の
二
十
三
人
の
方
々
と

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
皇
太
子
殿
下
ご
成
婚
の
直

後
で
あ
り
、
東
宮
仮
御
所
の
中
庭
で
、

四
県
二
二
六
人
の
奉
仕
団
が
整
列
し

て
、
皇
太
子
殿
下
・
雅
子
妃
殿
下
の

ご
会
釈
を
お
受
け
し
、
両
殿
下
の
万

歳
三
唱
の
先
達
を
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
同
日
、
赤
坂
御
所
「
日
月
の
間
」
に

お
い
て
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
と
紀

宮
様
の
ご
会
釈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
皇
后
様
か
ら
初
め
て
お
言
葉

を
賜
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
伝
統
あ
る
十
日
町
地
区

奉
仕
団
の
偉
業
を
継
承
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関

係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
8
月
1
0
日
～
9
月
9
日
ま
で
（
郵

送
の
場
合
も
9
月
9
日
必
着
）

【
提
出
書
類
】

　
市
販
の
履
歴
書
に
自
筆
記
入
し
、

写
真
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

●
　
試
験
当
日
は
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

　
ム
を
持
参
の
こ
と
。

●
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
西
町
役

場
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
立

準
備
室
（
〇
六
八
⊥
三
二
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
町
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
者
の
多
く
は
、
身
体
が
不
自

由
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
で
住
み
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
在

宅
生
活
の
維
持
向
上
を
支
援
す
る
た

め
、
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
在
宅
福
祉

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

　
業

　
心
身
の
障
害
や
傷
病
の
た
め
に
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
る
、
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
方
が
い
る
家
庭
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
そ
の
高
齢
者
が

健
全
で
安
ら
か
な
在
宅
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
の
介
護
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
事
業

介
護
者
に
代
わ
っ
て
寝
た
き
り
老

人
な
ど
を
一
時
的
に
保
護
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
、
短
期
間
老
人
ホ
ー

ム
に
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
るホームヘルパーによ

介護サービス

　
在
宅
の
虚
弱
・
寝
た
き
り
老
人
を
㈱
㈹

デ
綿
i
ビ
ス
セ
ン
タ
「
ま
で
リ
フ
幽

敷
讐
騨
鞠
簸
鱈

と
に
よ
り
・
機
能
の
維
持
と
介
護
し
騰

て
い
る
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
爾
臨

ま
参
援
セ
ン
タ
ー
運
営
奄

　
業

す
る
家
族
な
ど
の
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業

　
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
者

な
ど
に
対
し
、
在
宅
介
護
に
関
す
る

総合的な

相
談
に
応
じ
、
各
種
の
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
町
関
係
機
関
・
サ
ー
ビ
ス

実
施
機
関
な
ど
と
の
連
携
調
整
を
行

い
、
地
域
の
要
介
護
老
人
及
び
そ
の

家
族
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
こ
の

事
業
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
寝
た
き
り
老
人
な
ど

の
日
常
生
活
用
具
（
特
殊
寝
台
な
ど
）

の
給
付
（
貸
与
）
や
、
寝
た
き
り
老

人
の
お
む
つ
の
給
付
（
貸
与
）
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
高
齢

福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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饗
舞、

禁『

ザ
き
葛
§
§
蓄
　
犠

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
け
ん
い
ち
る
コ
弘

山
口
同
橋
健
一
朗
フ
ジ
エ
長
男
坪
　
山

谷
井
講
酷
美
？
男
木
島

　
　
　
馨
き
義
仁

片
桐
　
美
咲
久
　
子
二
女
山
野
田

　
　
ち
か
こ
久
男
　
　
　
　
丁

野
上
千
香
子
千
代
子
一
二
女
栄
　
田

　
　
な
ゆ
み
久
信

清
水
七
夕
美
良
　
美
二
女
山
口
同
原
田

　
　
わ
か
こ
　
悟

清
水
和
佳
子
裕
。
美
長
女
寺
尾

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

中
條
謙
広
武
子
長
女
室
島

高
橋
簑
幸
目
升
子
姜
三
領

小
海
難
．
計
博
子
二
女
小
根
岸

　
　
　
わ
た
る
勝
夫

数
藤
　
　
航
節
子
二
男
沖
立

小今須江
林井藤ロ

ミフニ
ヨサ子真
83755749
ハ　ハ　ハ　ハ
貞徳誠本
　太
雄郎一人
）　）　）　）

元上下小
　　　白
町野原倉

（
7
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

今
が
見
ご
ろ
！
ぜ
ひ
ご
観
賞
を

　
　
　
　
　
”
球
根
齢
1
9
年
の
町
の
花
・
山
ユ
リ
”
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惣

役
場
正
面
玄
関
を
入
る
と
、
何
と

も
い
え
な
い
い
い
香
り
が
あ
た
り
に

漂
い
、
ま
た
、
思
わ
ず
「
わ
～
き
れ

い
」
と
訪
れ
た
人
の
心
を
な
ご
ま
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
こ
の
正
体

は
と
見
て
み
る
と
、
な
ん
ど
球
根
齢

十
九
年
と
い
う
町
の
花
山
ユ
リ
で
す
。

　
こ
の
山
ユ
リ
は
、
水
品
正
幸
さ
ん

（
新
町
新
田
）
が
丹
精
し
て
栽
培
を

し
た
も
の
で
、
二
鉢
（
七
株
）
を
役

場
に
「
観
賞
に
」
と
い
う
こ
と
で
お

持
ち
く
だ
さ
っ
た
も
の
。
今
が
見
ご

ろ
で
す
。
役
場
に
ご
用
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

織罐

夢

役場正面玄関に置かれた鉢

玉6、マ1繍
ll講1～1確霧
脚禦麓協鱈欝
癖鰺29紛麟．

5年高橋知佳子さん

3年星　拓也君

ゑヤコボ　　ト　も　　　　　むギな

1年阿部達也君

灘

〈
千
手
小
学
校
下
ー

6
年
　
半
藤
賢
　
　
君

2年高橋ひとみさん

（9月号は上野小学校です）
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4
年
佐
藤
　
渚
さ
ん


